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レスパイトケア事業についての報告（令和８年第１回協議会） 

 

1．経緯                                                               

和光市医療的ケア児等支援協議会では、医療的ケア児のレスパイトケアに関してさまざまな意見が出され

た。これを受け、事務局にて関係機関への確認および内部での検討を実施した。 

 

２．在宅レスパイトケアについて                                                 

和光市医療的ケア児在宅レスパイト補助金交付事業を９月１日から施行予定。施行前に市内医療的ケア

児の家庭や関係機関に説明予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．埼玉病院への確認結果                                                   

（1）病床確保について 

1 床を常時確保することは現実的ではないとの回答。 

（2）埼玉病院としての受入れ方針 

従来どおり、通常の入院手続きによるレスパイト受入れは可能。 

病床的にもレスパイトケアを断ることはほぼないとの見解。 

市としては、困った際に埼玉病院につながる流れを整備できると良い。 

（3）その他 

都立病院等、他の医療機関も同様の方法でレスパイト入院を実施している。 

川崎市のみ、市独自財源で制度化しているが、費用負担が非常に大きく現実的ではない。 
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4．保健所への確認結果                                                    

小児慢性特定疾病医療費助成制度 

・小児慢性特定疾病医療費助成制度の自己負担上限月額を超えた部分を助成する制度。 

・自己負担分の医療費は、こども医療費・重度心身障害者医療費等の助成対象となる。 

・対象疾病及び対象疾病に付随して発生する傷病に対する医療保険適用内の医療に限る。 

・指定小児慢性特定疾病医療機関（病院・診療所、薬局、訪問看護ステーション）を利用する場合のみ

適用。 

 

5．今後の対応                                                          

（1）在宅レスパイト助成事業の体制整備、周知、運用。 

（2）対象者が埼玉病院のレスパイト入院につながるよう、相談・調整の流れを整備する。 


